
コスト削減と運用負荷軽減を両立する
ITインフラの作り方



• 本資料は、 年 月時点における弊社の一般的な製品機能の概要を説明を主目的とするものです。

• 本資料は情報提供を唯一の目的とするものであり、法律的またはその他の指導や助言を意図したものではなく、

いかなる契約にも用いることはできません。

• 本資料に含まれている情報については、完全性と正確性を期するよう努力しましたが、「現状」で提供され、

明示的または暗示的に関わらず、いかなる保証も伴わないものとします。

• 本資料またはその他の資料の使用によって、あるいはその他の関連によって、いかなる損害か生した場合も、

及びニュータニックス・ジャパン合同会社は責任を負わないものとします。

• 本資料で提供する情報やマテリアル、機能を確実に提供することを確約するものではありません。

弊社製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期については、弊社の裁量により決定されます。



島崎 聡史
しまざき さとし

テクニカルエバンジェリスト

• 年 として入社

• イベント・セミナーでの登壇

• コミュニティ運営

• コンテンツ執筆・制作・管理

• ヤギ飼い



社について

環境をインビジブル 存在を意識する必要がないほどシンプル にすることで

部門がアプリケーションやサービス提供に集中できるようにします

創業
日本法人設立

上場

本社 アメリカ合衆国
カルフォルニア州サンノゼ

従業員数 名以上
導入顧客数 社以上
※ 年 月末時点



運用負荷を低減するために

コストを最適化するために

をもっと使い倒す



運用負荷を低減するために



運用負荷を低減するために

• の運用は、旧来の 層型仮想基盤に比べて

圧倒的に簡単ですが、流石にゼロタッチではありません

–今回は、主要な運用項目や

操作画面を抜粋して紹介します

– ではオプションとして

運用サービスをご利用頂けます



の主要な運用項目

•仮想マシン ゲスト 管理

•バックアップ管理

•性能監視

•アラート監視

•ソフトウェア更新

•ソフトウェア障害対応

•ハードウェア障害対応

• サポート窓口とのコミュニケーション
• サポート担当からの依頼に基づく操作

• の操作・確認
製品連携時はその も

• および ゲスト
ハイパーバイザー利用時はその も



の統合管理

構成情報 リソース 健全性 アラート



ハードウェア

仮想マシン

ネットワーク

バックアップ
＆



関連ソフトウェアの更新は数クリック

•ワンクリックアップグレード ライフサイクル管理

–ゲスト を停止させることなく 関連ソフトウェアを更新

–コンポーネント間の依存関係を自動的に管理・解決

▪ コア部分、ハイパーバイザー、ファームウェア、



継続的なソフトウェア更新を行うべき理由

• のストレージ 更新

✓バグや脆弱性の改修

✓ 性能は導入直後がピーク

✓ 機能は基本的に据え置き

• における の更新

✓バグや脆弱性の改修

✓性能向上

✓ 世代に関係なく最新機能に対応

ストレージ
コントローラ

ストレージ
コントローラ

ストレージ
コントローラ

ストレージ
コントローラ

サーバー サーバー

仮想化ソフトウェア

VM VM

SANスイッチSANスイッチ

ストレージ
コントローラ

ストレージ
コントローラ

仮想化ソフトウェア

VM VM



における 年から 年頃の 性能改善 ノード構成

広範に渡る
最適化

同一HWで
ソフトウェアの
更新のみで

2倍以上の性能に

更新による性能改善の実例

新アルゴリズム

新ライブラリ

新コンパイラ

アーキテクチャ改修

年 年



更新による旧世代 への機能追加の例

• 当時のモデルだが

リリース に対応

–販売開始当時にはなかった

新しい機能を利用可能

• 参考

–

–

年発売 世代 販売終了済み

の形が違う旧ロゴ↑

https://portal.nutanix.com/page/documents/compatibility-matrix
https://timeline.ntnx.to/


スムーズなサポートを実現する為の取り組み

•サポートポータルの改善

– 複数のサイト・クラスターのビューを一元化

– 「あるべき状態」と「現状」のギャップを診断

– 健全性に関する予兆検知

– サポートワークフローの自動化

•お客様からのフィードバックから を算出

– ネットプロモータースコアという評価指標

– お客様に 段階で採点して頂き、

推奨者率 点 批判者率 点 点～ 点

という計算方法により算出

– は過去 年の平均が という高い満足度



コストを最適化するために



スケールアウト型ならではの「買い過ぎ防止」

導入時 年後 年後 年後 年後 年後 年後

数

は拡張しづらい
• 将来のリソース需要を予測し一括投資

➢ 初期導入コストの大きさがプロジェクトを阻害
➢ 設計・構築に長い時間を要する
➢ 「過剰投資」 「過少予測によるリソース枯渇」の発生将来を

予測して
一括投資

なら拡張しやすい
• 最小 ノードでスタート
• 投資のタイミングを分散
• 過剰な安全マージンを抑制
• 拡張時点の最新 を導入

需要増に
合わせて

少しずつ投資

※例 プロジェクト



ならではのスケールアウト柔軟性

• 異世代 の混在

• 異機種・異構成の混在

• 搭載機の混在

• のみ、ストレージ

リソースのみの拡張

• ディスク構成の混在



利用方式によるコスト体系の違い

豊富なサービスオプションで

最も運用を簡素化しやすい

オンプレミス

ソフトウェアと

ハードウェアを購入

＋

ラック・電源・ネットワーク

を用意

マネージドサービスプロバイダー

ソフトウェア

ハードウェア

ラック・電源・ネットワーク

すべて込みの

月額サブスクリプション

ハイパースケーラー 等

ソフトウェア

月額サブスクリプション

（購入も可）

＋

ハードウェアリソース

時間・従量課金

（一括契約あり）

短期利用や一時利用停止

＆復帰がしやすい

調達コストを抑えやすい
ただし一回の投資は大きめ

仮想マシンのポータビリティを提供



をもっと使い倒す
単なる仮想化基盤ではなく、クラウドプラットフォームとして



多岐にわたる機能をクラウドの様にすぐ使えます

セキュリティグループ

データベース

ファイルサーバー

オブジェクトストレージ

ブロックストレージ

ネットワークセキュリティ

構成管理と自動化

コンピューティング

ディザスターリカバリー



多岐にわたる機能をクラウドの様にすぐ使えます
クラウドプラットフォーム

データベース

ファイルサーバー

オブジェクトストレージ

ブロックストレージ

ネットワークセキュリティ

構成管理と自動化

コンピューティング

ディザスターリカバリー

マネージド
サービス



様々な用途に対応するユニファイドストレージ機能

大容量

対応

自動化＆簡素化

超大容量

多数の静的データ保持

による操作

長期保管

アクティブアーカイブ

機能
改ざん防止

コンプライアンス対応

バックアップ

複数ソースからの取得

のバックアップ

エコシステム

地方拠点

ベアメタル サーバー

データ容量効率化

マルチサイト
レプリケーション

＆

中容量

対応

要件は緩め

マルチサイト

Node 1

Hypervisor

Node 2

Hypervisor

Node 3

Hypervisor

分散ストレージファブリック

✓ スナップショット ✓ クローン ✓ 圧縮 ✓ 重複排除

✓ ローカリティ ✓ 階層化 ✓ イレージャーコーディング ✓ 可用性

Node 4

Hypervisor

Node 5

Hypervisor

ファイルサーバー 互換オブジェクトストレージブロックストレージ



アプリケーションの開発＆運用をモダナイズ

マルチクラウド対応 自動化ツール

✓ 開発環境やアプリケーションの
カタログ化とセルフサービス化

✓ 展開だけではなく、任意の
運用タスクの自動化にも対応

✓ とも連携可能

✓ 用プラグインで
パイプラインへ組込み

✓ の展開・クローン・保護を
シンプル化

✓ 多数の に対応

✓ タイムマシン機能

✓ コピーデータ管理機能で容量節約

✓ の展開や管理を
シンプル化

✓

✓ および関連モジュールを
あらかじめ組み合わせて提供

✓ と連携した
永続ボリュームを利用可能

➢ プラグイン単体でも利用可



まとめ



まとめ

• は

–標準の管理機能を活用することで

従来よりも運用負荷を軽減できます

–ソフトウェアを適時更新することで

基盤の価値を最大化できます

–過剰投資を抑え、必要に応じて

スケールアウトすることで

コスト効率を最大化できます

–単なる仮想化基盤ではありません！



ぜひ でお試しください！

• オンラインで を無償体験

✓ 申し込んだらすぐデプロイ

✓ 回あたり最大 時間

✓ 操作ガイド付き

✓ インフラの近代化

✓ 運用の自動化

✓ 事業継続性

✓ ストレージ統合

※続々追加予定


